
 

 

 

  

                    ７日（土）から８日（日）にかけて降った雪が数年ぶりに積もりました。 

                    ９日（月）の朝、登校してきた子どもたちの多くは、寒さよりも校庭に

残っている雪に釘付けでした。「雪だるまがある。」「遊びたい。」「も

う人が入っているんだ。」等。さらには、「昨日は雪だるまを作った。」

「かまくらを作りました。」「外でたくさん遊びました。」等、前日の様

子を話す子どもたちもいました。 

                    その後、どの学級も外に出て、雪遊びを楽しんでいました。グランドか

ら聞こえてくる子どもたちの元気な声。雪は、数日で溶けてしまいました

が、子どもたちにとっては、楽しいひとときとなったようです。 

 

 

 

なのはな・サルビア学級では、１３日（金）に印西市方面に校外学習 

に行ってきました。 

 途中、各自で切符を買い、観覧車に乗りました。貸し切りのような 

観覧車で、贅沢な気持ちを味わうとともに、車や電車がおもちゃのように 

小さく見えたり、遠くの方まで景色を見たり、子どもたちにとって１５分 

があっという間だったようです。また、校外学習の間には、互いに思いや 

りをもって行動する場面が多く見られました。 

帰りに、歩きながら「今日は楽しかった。」と話す子どもたちの笑顔が 

印象的でした。 
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雪の寒さにも負けず 

 

 

 

 

 

 

なのはな・サルビア校外学習 
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子どもたちの様子から 

・ 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

雪のため、昇降口の中にしまっていた花の

鉢を外に出すのに、子どもたちが快く手伝

っていました。 

 

国語の学習で、１年生２名が校長室にインタビュ

ーに来ました。 
 

３年１組、６年１組での読み聞かせの様子  


